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　生まれつき僕は目が見えない。
　だから僕はここにいる。治療のためと言えばそうなのだが、これといって何かをしているわけではない。
　単純に僕の目が見えない理由が不明なんだ。眼球に損傷はなく、健康そのものだ。なのに、目が見えない。いろいろと検査をしたけど原因は判らないまま。
　それでも何とか予想しうる原因の中にあった、精神によるものという理由で僕はこの空気のおいしい街にやってきたってわけ。
　まあ、生まれつき見えない時点で精神が原因とは思えないけどね。気休めだとは判っているけど、やってみないよりはいいという理由で今、現在に至る。
　この街に来てどれくらいたったかは正直なところよく判らない。物心ついてからというほど前ではないけど、よく覚えてはいない。だって時間を見ないもの。カレンダーだって見ない。正確には見えないんだけど、とにかく時間の流れを容易に、そして自然に確認することが僕にはできないから、そういうのは結構アバウトに過ごしている。僕にとって時間はそれほど重要なものではない。
　あ、でも健斗さんや菜穂さんが来る時間だけはだいたいの感覚だけど意識はしている。それは何故かって尋ねられれば、もちろん、楽しみにしているからだ。僕はホントに二人には感謝している。
　だからこそ二人には早くくっついてほしい。いや、くっつくんだけどね。菜穂さんはもう完全に大丈夫だけど、健斗さんがまだ判らない。こうなるともう、健斗さん次第なんだけど今がどういう状況なのかよく判らない。僕はすごく期待しているんだけどね。……というか期待するようになっちゃった。
　もっと先だろうと思っていたことが、もしかするともうすぐかもしれないと思うと、やっぱり嬉しくなるでしょ？二人が幸せになってくれるなら、これほど嬉しいことはない。そんな二人を僕は見たい。そう、僕はそんな二人の世界を見たかった。
　……でも、それは難しい話になってしまった。
　この街を僕は出ていく。
　大げさな言い回しをしているけど、要するに引っ越しだね。ここほどではないけど、また田舎に引っ越すらしい。
　まあ、仕方のないことだね。とても残念だけど。ちなみに健斗さんと菜穂さんにはすでに報告済み。二人はとても驚いていたよ。そして、とても残念がってもくれた。有り難いよね。
　二人に会えるのもあと少し。
「もうすぐね」と菜穂さんは言った。「ホントに引っ越しちゃうんだね。なんだかまるでそんな気がしないなぁ」
「僕もだよ。ここから違う場所にいくイメージが全くわかない」
「もう、こんなふうに話せなくなるのかぁ」
「僕はとても楽しかったよ」
「ちょっと、そんな言い方しないで。……危ない危ない」
　でもね、菜穂さん。僕は本当に楽しかったんだ。健斗さんと話しているときも、菜穂さんと話しているときも。そしてもちろん、二人が喧嘩しているときも。とても賑やかで、純粋で、優しくて、僕を大切にしてくれた二人。僕は本当に二人に感謝している。
「ありがとう」と僕は言った。
「何？急に」
「うん、なぜかとても言いたかったんだ」
「もう！やめてやめて」と菜穂さんは言った。「でも、……そうね、楽しかった。それも、もうなくなるのね」
　菜穂さんはとても寂しそうに言った。
「あいつとも、……会わなくなるのかな？」
　そうか、菜穂さんにとってはその問題もあるんだ。確かにどうなるんだろ？健斗さんも菜穂さんも僕と話していたから、三人が重なることが多かったけど、その機会がなくなったら二人はどこで会うことになるのかな。もちろん、会うこともあるだろうけど、今までみたいにってほどにはならない。明らかに会う回数は減るだろう。
　菜穂さんはため息をつく。
　そうだよね。菜穂さんにとってこれは大きな問題だよね。
「きっと大丈夫だよ。今まで通り、二人は喧嘩していると思うよ」
　僕の言葉に菜穂さんは笑った。
「いつになっても私たちは喧嘩をしているのね？」
「喧嘩しているところしか知らないけど？」
「そうね。確かに喧嘩しかしてないわ。それがずっと、本当にこれからも……」
「必ず会うよ。あれはあれで健斗さんは楽しんでいるみたいだったし」
「でも、今までと同じとはいかないでしょうね」
　菜穂さんはとても不安がっているようだ。そりゃあ、そうだろうね。だって会う機会がなくなるんだもの。
　でも、本当は大丈夫なんだよ。だって僕は知っているんだから。二人のこれからのことを。この先に訪れる幸せな人生を。
　だから安心して菜穂さん。二人は必ず会って、幸せになるんだから。僕が保証してあげる。まっすぐに前を見てたらいいから、そんなに心配しないで。
　……ね？だから大丈夫。
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